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事業の概況�

平成16年度における事業の概況�

�

単　位�平成12年度�平成13年度�平成14年度�平成15年度�平成16年度�

最近5年間の主要な経営指標の推移�
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金融経済環境�

業 績�
�

　昨年の日本経済は、世界的な景気回復のなか穏やかな回復

傾向にありましたが、台風・地震など自然災害の影響や原油の

高騰などを背景として一部に景気の減速感が出てくるなど、経済の先行きにまだまだ不透明感が残る

１年でありました。�

　管内の状況も、公共工事は前年を大幅に下回り民間の設備投資は抑制的であるほか、個人消費も弱

めの動きが続いており、景気の回復を実感するにいたりませんでした。�

　このような中で、当金庫は「しんきんチャレンジ21」3カ年計画の中間年度として、又、リレーションシ

ップバンキングの機能強化に関するアクションプログラムの最終年度として、基本目標である「地域社

会の再生と活性化」実現にむけて、一貫してこの地域の繁栄を目指し、中小企業の支援育成、地域住民

の生活向上に努力してまいりました。�

事業の展望及び当金庫が対処すべき課題�

　今期は厳しい経済環境のなか懸命に努力されている企業の方々を応援するために、

中小企業支援特別融資として、低金利で無担保・第三者保証無しの「釧路しんきんパー

トナー」を発売し、中小企業向け支援を積極的に取り組みました。又、中小企業診断士の増員を図り、各

種相談や地域の人達の生活向上を支援するなど、地域の力強い応援団として重要な役割を果たしてい

ると自負いたしております。�

　その結果として、預金につきましては今期も信用のバロメーターとも言える個人預金が順調に増加し

たことから、期中平残で2，919百万円、1.9％増加し、158，299百万円（期末残高157，076百万円、

2．1％増加）となりました。�

　貸出金は企業の需資低迷など厳しいなか、個人住宅ローンなどの推進により、期中平残で1,075百

万円、1.1％増加し、94，905百万円（期末残高96，253百万円、2．2％減少）となりました。預金に対

する貸出金の比率は60．0％と全道でもトップクラスの高い比率で、地域でお預けいただいた資金を融

資として地域に還元いたしております。�

　損益につきましては、徹底した内部経費の節減、効率化の推進を行う一方、積極的に不良債権処理

756百万円を実施した結果、業務純益820百万円、当期純利益は206百万円を計上することができ、

自己資本比率も10.60％と前年比0.25ポイントアップさせることが出来ました。�

�

　平成17年度の地域経済は、引き続き厳しい景況が続くことが懸念されます。そうしたなかで、金融改

革プログラムにおいて、地域密着型金融の一層の推進を求められており、中小企業金融の円滑化、経営

力の強化、地域の利用者の利便性向上にむけての取り組みが一層重要となっております。�

　当金庫は本年、創業80周年を迎える記念の年であります。改めて創業の原点に立ち返り、経営理念で

ある「この地域を愛し、豊かな未来を創造します」のもと、使命、役割を全役職員がしっかりと認識し、地

域社会作りに積極的に関わり同時に経営基盤の強化に努めながら地域No.１を目指し、皆様から一層の

信頼を勝ち取る経営を展開してまいります。�
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